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【４つのテスト】柴田了副会長

【幹事報告】佐々木卓幹事

【出席報告】金谷朋浩会員 「会員１４名中、１２名出席です。」

【ニコニコ報告】佐藤圭司会員

国際ロータリークラブ第２５４０地区　　２０２４～２０２５年度

第２８５９回例会

　　　　  【会長の時間】石川浩範会長

　

大曲南ロータリークラブ週報

今月初めの昼例会でお祝いもしていただきましたが、

今月誕生日で、61歳を迎えました。この位の歳になる

と、何か間違ったことをしたときに注意してくれる人

というのが周りにあまりいなくなります。したがって、

間違っていることを気付かせてもらえる機会もないの

で、結果はずかしい思いをすることもあります。

ということで、突然ですが、皆さんに漢字の読取り

テストを出題します。

…いかがでしたか。

このことで、申し上げたいのは、若い人の能力のな

さをさげすむことがあると思いますが、これはただ知

らないだけ、経験していないだけということも考えら

れます。注意できる、指導できる関係性を築けていけ

ればさいわいと思います。

「晴れ間の玄関の雪寄せは達成感がありますが、雪が降っている中での雪

寄せは人生の無常を感じます。もう一息で春、がんばりましょう。」

石川浩範会長〈銅賞〉

・３月の例会について

・橘会員の災難について

・大館ＲＣ との春の章交流会について

辻会員の取持ちによりまして、今現在、御家族を

含め先方様１３名が参加するとの報告が入っていま

す。早速、エンパイヤホテルさんに宿泊の予約を入

れております。

・今後の夜間例会に御出席してくださいますよう次の皆様にお声掛けをしてい

ます。情報の共有をお願いします。

◎はりま建設（株）専務 武田卓哉様

◎大曲施設工業（株）代表 伊藤靖様

◎（有）佐々木鉄工所 専務取締役 佐々木徹様

何問間違えましたか？

今日のランチは、「フライアラカルト」です

よっ、敏腕幹事！



【確認事項】　草薙秀樹会員より

【会員スピーチ】鈴木明美会員

　　

　　　

石川浩範会長〈銅賞〉

先ほど幹事報告でもありましたが、４月２６日の大館ＲＣとの春の章交流会にいらっしゃる大

館ＲＣの皆さんから会費の関係で、開催形式を合同例会とするか、「ビジター」とするか決めて

いただきたいです。

≪石川会長より≫ 幹事と検討します。

あらすじ：村の皆から愛された年

老いたアナグマが、ある夜手紙を

残して死んでしまいました。村人

たちはアナグマとの思い出語りを

するのですが、アナグマが宝物と

なるような知恵や工夫を教えてく

れていたことに気づきます。

そして…、

今日は、絵本についてお話をしたいと思います。一生のう

ち絵本に親しむタイミングは「子供のとき読んでもらう」

「親になって子供に読んであげる」「人生の後半になって自

分のために読む」の３回訪れるといわれています。

ノンフィクション作家の柳田邦男は、「人生の後半になっ

てから絵本を読むと。作品に込められた命や愛など深い意味

が心によく響くようになる。人生は老年なると下り坂といわ

れるけれど、心の世界は死ぬまで上昇を続けていく。ファン

タジーと感性を失わないように心を耕す試みが必要だ。今の

子供は本を読む習慣を持たず、バーチャルな世界で生きてい

る。だから豊かな感性や考える力が育たない。大人が絵本を

座右に置くならば、必ずや子供も変わるはずだ。」と言って

います。

今日は、柳田邦男も推薦しているイギリスの絵本作家スー

ザン・バーレイの代表的な作品『わすれられないおくりも

の』を朗読して紹介させていただきます。

皆さん、人生３回目の絵本に親しむ機会を持ち、心豊かな

「人生の後半」としてみてはいかがでしょうか。


